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第1章 計画の概要 

1.1 背景と目的 

平成 31 年 3 月に策定された『春日部市体育施設整備基本計画』の整備理念の中で、

総合体育施設整備の実現に向けた基本的な考え方を位置付けております。 

本計画は、スポーツ振興や地域活性化、災害対策に寄与し、環境に配慮した総合体育

施設の具体的な空間構成や動線計画、主要導入施設の基本的配置及び整備内容を検討し、

基本計画にとりまとめることを目的とします。 

 

1.2 位置及び区域 

本計画の計画地（ウイング・ハット春日部周辺）は春日部駅から約 4km、武里駅から

約 2.１km に位置しており、計画地の東側及び南側の一部に住宅が密集している他は周

囲には田園景観が広がっています。計画区域は全域がほぼ平坦な地形で、既設の総合体

育館（ウイング・ハット春日部）を含む約 24ha（計画区域の道路、河川等を含む）の

広さを有しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-1 計画地の位置図 
  

春日部駅（約４ｋｍ） 

武里駅（約 2.1ｋｍ） 

計画地 

Copyright(c) ＮＴＴ空間情報 All Rights Reserved 
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1.3 計画期間 

本計画は、平成 31 年度から令和 29 年度までの 29 年間を計画期間とし、原則 10

年を目安に見直しをすることとします。 

 

1.4 計画の位置づけ 

1.4.1 計画地におけるこれまでの検討 

(1) 春日部市体育施設整備基本計画（平成 31年 3月） 

1) 計画の概要 

市内にあるスポーツ施設を含めた公共施設で老朽化が進んでおり、限られた財源の中

で、安全・安心で快適に利用することができる施設を効率的に整備していくことが喫緊

の課題となっています。 

そのため、いつでも誰もが、スポーツに親しめる機会や環境が必要であり、安全・安

心なスポーツ施設整備の実現をすることは重要なことです。 

本市においても、より多くの人々が健康づくりに向けてスポーツを実践・継続するこ

とができる環境を計画的に整備していくために、本計画を策定するものです。 
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2) 計画の対象施設 

本計画は体育館・武道館やグラウンド、野球場、テニスコートなど 25 施設が対象と

なっています。 

表 1-1 計画の対象施設一覧 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （出典︓春日部市体育施設基本計画） 
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3) 整備基本コンセプト 

整備の基本コンセプトとして、以下を基本理念と整備方針としています。 

 

〈基本理念〉 
「生涯スポーツの普及促進を図るため、安全かつ快適なスポーツ・レクリエーシ

ョン活動の場を整備する」 

 

〈整備方針〉 
■ 快適なスポーツ施設づくり 

■ 防災機能を有したスポーツ施設づくり 

■ 人・環境にやさしいスポーツ施設づくり 

■ 長期間にわたって持続可能なスポーツ施設づくり  
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4) 総合体育施設（ウイング・ハット春日部周辺）整備基本構想 

スポーツ施設マネジメント方針により総合体育館周辺がスポーツ施設に特化したエ

リアとして位置づけられたことを受け、総合体育施設整備に向けた基本的な考え方を示

すために策定しました。 

 

〈整備理念〉 

「誰もが集い、親しみ、交流が生まれる持続可能な生涯スポーツの推進拠点」 

 

〈整備方針〉 

表 1-2 整備方針 
方針 内容 

① 子どもから高齢者まで、多

くの人々がスポーツ・健康

づくりの場として利用し、

愛着のもてる整備 

 生涯スポーツやレクリエーション活動の拠点となる

施設整備を目指す。 

 安心してスポーツできる施設整備を目指す。 

 競技力の向上を支援する施設整備を目指す。 

 緑の拠点として自然と触れ合える環境整備を目指す。 

② 市全体のスポーツ施設の

再配置等を考慮した整備 

 需要と供給のバランスにあった将来にわたって持続

可能な施設整備を目指す。 

 施設マネジメントによる施設の集約化を目指す。 

 補助金等を有効活用した施設整備を目指す。 

③ スポーツ振興や地域活性

化に寄与した整備 

 多目的な利用を想定した施設整備を目指す。 

 スポーツ・ツーリズム＊による活性化した施設整備を

目指す。 

④ 災害対策及び環境に配慮

した整備 

 市民の命を守る防災拠点としての施設整備を目指す。 

 環境への配慮をした施設整備を目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-2 総合体育施設整備のエリア分類イメージ  

（出典︓春日部市体育施設基本計画） 
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〈計画地に求められる施設〉 

 

表 1-3 計画地に求められる施設 
施設 主な整備内容 

屋内スポーツ施設 

屋内スポーツ施設の体育館は多種多様な競技で利用されており、

武道館は大会をはじめとする大会規模の拡大が見込め幅広い年齢

層で使用されている。加えて、総合体育館との併用により大規模な

大会の開催が可能となる。これらを踏まえ、武道を含めた多種多様

な競技ができる屋内スポーツ施設を整備する。 

野球場 

整備区域において野球場の整備は行わないが、野球場を補完する

施設としてグラウンドが利用されていることを踏まえ、ソフトボ

ールや少年野球として利用することができる施設機能を有したグ

ラウンドを整備する。 

グラウンド 

サッカーやラクビーなどに限定した専用グラウンドと、様々なフ

ィールド競技や、スポーツ以外のイベント等での利用も想定した

多目的グラウンドを整備する。 

■（仮称）屋外競技場（スタジアム） 

 トラックを備えた陸上競技場型のグラウンドとし、「みるスポ

ーツ」としての機能を備えた施設。 

 サッカーやグラウンドゴルフ等の多目的な競技をすることが

できる施設。 

 市内外における交流人口の拡大を図るために、関東大会や県

大会規模の各種大会が開催できる施設。 

 スポーツ・ツーリズムを推進していくためにイベントの開催

に配慮した施設。 

 将来的に大規模な大会（国際試合や国体など）に対応できるよ

う、段階的な整備を視野に入れた施設。 

 稼働率を向上させるため、学校や仕事終わりの利用を想定し

た施設。 

■（仮称）補助競技場 

 （仮称）屋外競技場の補助的機能を有する施設。 

 通常時は多種多様な屋外スポーツが利用することのできるグ

ラウンドとし、（仮称）屋外競技場で大会を開催する際には、

第２会場またはウォーミングアップスペースとして利用でき

る施設。 

 少年野球及びソフトボールに対応できる機能を有した施設。 

 （仮称）屋外競技場と同様に学校・仕事終わりの利用を想定し

た施設。 

■（仮称）第３グラウンド 

 サッカーフィールド 1 面程度のグラウンドを有した施設。 

テニスコート 

テニスは利用者が一番多く、稼働率も高い施設となるが、市内に点

在し大会運営に支障があるため、大会が開催できるテニスコート

数を整備する。 

  ※計画地に求められる施設より主な内容を整理 
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〈施設の配置・ゾーニングイメージ〉 

 

表 1-4 総合体育施設の配置イメージ 

エリア 敷地 
面積 施設配置イメージ 方向性 

中央エリア 

【整備済エリア】 

約 5ha  総合体育館 

 谷原親水広場（調整池） 

― 

中央整備エリア 

【学校跡地活用

エリア】 

約 3ha 

 

 

 （仮称）第３グラウンド 

 テニスコート 

 校舎跡地の利活用 

 校舎跡地の有効利用を図る。

建物状況をもとに活用方法を

検討し、どのような施設機能

を持たせるか検討する。 

西側整備エリア 

【屋外競技場整

備エリア】 

 

 

 

約 9ha  （仮称）屋外競技場（スタジ

アム） 

 （仮称）補助競技場 

 ウオーキング・ジョギング

コース 

 駐車場 

 ３つのエリアのうち一番大き

い面積を有していることか

ら、施設規模が大きい（仮称）

屋外競技場（スタジアム）及

び（仮称）補助競技場を整備

する。また競技場の外周にウ

ォーキングコース、ジョギン

グコースを整備する。 

東側整備エリア 

【屋内スポーツ

施設整備エリア】 

約 4ha  （仮称）屋内多目的スポー

ツセンター（武道競技を含

む） 

 散策路・調整池等 

 安之堀川の景観を生かした自

然環境の整備を行う。 

 ※計画区域の道路、河川は除く 

 ※ゾーニング計画より主な内容を整理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-3 総合体育施設のゾーニングイメージ  

（出典︓春日部市体育施設基本計画） 
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(2) 春日部市スポーツ施設マネジメント計画 
『春日部市スポーツ施設マネジメント計画』では、将来を見据えた施設のありかたや

配置、有効活用について検討を行い、春日部市におけるスポーツ施設の中長期的な計画

を示しています。その中で、本施設は、築 40 年近くが経ち施設・設備の経年劣化が進

んでいる市民武道館ならびに市民体育館の一部の機能移転先として、また、土の経年劣

化などにより陸上競技を実施するトラックコンディションが得られない大沼陸上競技

場の機能移転先として位置づけています。また、テニスコートなどの整備が計画されて

います。  
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1.4.2 関連計画における本施設の位置づけ 

(1) 体系図 
本計画は、『第２次春日部市総合振興計画』、『春日部市体育施設整備基本計画』、

『春日部市都市計画マスタープラン』、『春日部市緑の基本計画』及び『春日部市スポ

ーツ施設マネジメント計画』など関連する各種計画との整合を図りながら、春日部市総

合体育施設の具体的な整備内容を示していきます。 

 

春日部市公共施設 
マネジメント基本計画 

春日部市都市計画 
マスタープラン 

春日部市 
緑の基本計画 

春日部市 
スポーツ推進計画 

春日部市スポーツ施設 
マネジメント計画 

春日部市総合体育施設 
整備基本計画 

関連する各種計画 

第２次春日部市 
総合振興計画 

春日部市体育施設 
整備基本計画 

図 1-4 計画の位置づけ 

春日部市 
環境基本計画 

春日部市 
地域防災計画 

まち・ひと・しごと 
創生総合戦略 

春日部市公共施設等 
総合管理計画 
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〈まちづくりの基本目標〉 

1．子どもが幸せに育ち、生きる力をはぐくむまち 

2．いつまでも健康でいきいきと暮らせるまち 

3．市民が主役となって活躍し、生きがいを持てるまち 

4．恵まれた自然の中で安心安全に暮らせるまち 

5．地域の資源を活かした魅力あふれるまち 

6．人々が集い、にぎわいのある快適なまち 

7．市民の期待に応え、信頼される行政を推進するまち 

施策：３－５－１ スポーツ・レクリエーション活動の推進 

施策における取組 

・ 生涯スポーツ・レクリエーション活動の推進 

・ 指導者の育成と資質の向上 

・ 体育施設の維持管理と利用の促進 

・ 総合体育施設の段階的な整備 

⇒公共施設マネジメント基本計画や市民ニーズを踏まえて、春日部

市体育施設整備基本計画の見直しを行い、総合体育館周辺や市内体

育施設の整備を計画的に進めます。 

(2) 第２次春日部市総合振興計画 前期基本計画（平成 30年 3月） 
「市民が主役」、「まちの魅力を創る」、「共に未来へチャレンジする」をまちづく

りの理念とし、春日部市の総合的かつ計画的な市政運営の指針となる『第２次春日部市

総合振興計画』の「スポーツ・レクリエーション活動の推進」の施策における取り組み

の中で、総合体育施設について以下のように示しています。 

 

 

  

〈将来像〉  
「つながる にぎわう すまいるシティ 春日部」 
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〈地域別構想〉 
＜武里地域＞ 

【まちづくりの基本方向】 

 高齢者や子供が安心して暮らせる、人にやさしいまちづくりを図る。 

 水に親しめる場や緑の豊富な場を創出し、散歩したくなる空間の形成を図る。 

 歴史や文化の資源を地域固有のシンボルとして守りながら、地域の人々が集う

場所の充実化を図り、世代間交流のあるあたたかいコミュニティの形成を図る。 

【まちづくりの方針】 

■駐車場・駐輪場の整備 

 武里駅や一ノ割駅周辺、ウイング・ハット春日部等では、駐車場や駐輪場を確

保し、交通環境と利便性の向上を図る。 

■地域の特性を活かした公園づくり 

 地域のメインとなる公園として、総合運動公園の整備を推進する。 

■緑豊かな都市の拠点づくり 

 全市的なスポーツ・レクリエーション施設である総合運動施設を中心として、

その周辺施設を含め一体的な整備をし、自然と親しむことのできる空間形成を

図る。 
 

＜豊春地域＞ 

【まちづくりの基本方向】 

 農地や緑地、古隅田川等の自然環境や総合運動公園等のレクリエーション空間

を活かし、人と自然がふれあえる場所づくりを図る。 

【まちづくりの方針】 

■緑豊かな都市の拠点づくり 

 全市的なスポーツ・レクリエーション施設である総合運動施設を中心として、

その周辺施設を含め一体的な整備をし、自然と親しむことのできる空間形成を

図る。 

(3) 春日部市都市計画マスタープラン（平成 30年３月） 
長期的な展望に立ったまちづくりの目標や、都市整備の各分野における基本的な方針

を示す『春日部市都市計画マスタープラン』では、春日部市を 10 地域に区分した各地

域の将来像とまちづくりの方針を示しています。計画地は豊春地域と武里地域にまたが

っており、両地域の地域別構想では、総合運動公園について以下のように示しています。 

  

〈まちづくりの方向性〉   
職と住居が近接した、コンパクトで魅力的なにぎわいのあるまち、春日部 

  

〈まちづくりの目標〉 
1．安全で暮らしやすいコンパクトなまちづくり－世代が循環するコミュニティ 

2．人にやさしいまちづくり－都市と自然の共生 

3．新たな魅力と活力あふれたにぎわいのあるまちづくり－魅力づくりと交流による発展 

4．環境に配慮した持続可能なまちづくり－エコシティの実施 
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(4) 春日部市緑の基本計画（平成 31年 3月） 
『春日部市緑の基本計画』は、「豊かな水と緑に恵まれ、風光る我がまち『春日部』」

を基本理念に、本市全体の「緑」全般に関する総合的な計画及びまちの緑について将来

のあるべき姿と、それを実現していくための施策を以下のように示しています。 

  

〈基本理念〉  
豊かな水と緑に恵まれ、風光る我がまち「春日部」 

   

〈基本方針〉  
  1．水と緑と風のまちをみんなで「まもる」 

  2．水と緑と風のまちをみんなで「つくる」 

  3．水と緑と風のまちをみんなで「つなげる」 

  4．水と緑と風のまちをみんなで「はぐくむ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈実現のための施策〉 
新たな「つくる」緑として、子どもからお年寄りまで、体づくりや健康維持

を図れる施設として、スポーツ・レクリエーションの拠点となる総合運動公

園、（新）中央町第１公園の整備を推進するとともに、県と連携して（仮称）

新たな森公園の整備を促進します。 

■ 拠点となる公園の整備（重点的な取組） 

全市的なスポーツ・レクリエーションの拠点である「総合体育施設（ウ

イング・ハット春日部）周辺」を、周囲の自然環境と調和させながら、

自然と親しむことのできる空間形成を図ります。 

 

そのため、春日部市体育施設整備基本計画に沿って、「（仮称）総合

体育施設（ウイング・ハット春日部）周辺整備基本計画」を策定し、総

合運動公園の整備を推進します。 




